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日
本
映
画
に
於
け
る
原
型
的
な
表
現
方
法

は
じ
め
に

　

日
本
映
画
の
独
自
性
は
、
多
く
の
書
物
や
研
究
の
主
題
と
な
っ
て
き
た
。
西
欧
の
観
客
と
研
究
者
は
、

こ
と
に
日
本
映
画
の
名
状
し
が
た
い
美
の
定
義
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
中
で
も
著
名
な
ド
ナ
ル

ド
・
リ
チ
ー
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

日
本
の
概
略
は
捉
え
や
す
く
、
外
観
は
間
違
え
よ
う
が
な
い
が
、
定
義
は
困
難
で
あ
る
。
き
わ
め
て

大
雑
把
な
捉
え
方
を
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
映
画
は
動
き
に
優
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

映
画
は
性
格
描
写
に
優
れ
、
そ
し
て
、
日
本
映
画
は
あ
る
場
面
に
お
け
る
人
物
描
写
に
最
も
秀
で
て

い
る
。
人
物
と
背
景
の
関
係
は
、
日
本
映
画
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
主
題
で
あ
り
、
日
本
人
の
自
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然
と
の
調
和
を
き
わ
め
て
的
確
に
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
歓
喜
で
あ
り
、
同
時
に
逃
避
で
も
あ
る）

1
（

。

　

あ
る
国
の
映
画
史
を
深
く
研
究
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
類
型
や
、
繰
り
返
さ
れ
る
主
題
を
持
つ
映

画
の
系
譜
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
な
ぜ
あ
る
映
画
、
物
語
そ
し
て
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
他
の
も
の
よ
り

成
功
す
る
の
か
。
な
ぜ
あ
る
国
の
映
画
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
の
モ
チ
ー
フ
、
登
場
人
物
や
物
語
が
繰
り

返
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
ら
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
あ
る
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
が
、
あ
る

国
に
お
い
て
他
の
国
よ
り
発
展
し
、
人
気
が
あ
る
の
か
。

　

私
は
映
画
の
研
究
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
解
明
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え

る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
与
え
る
理
論
や
方
法
論
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、
分
析

心
理
学
に
お
け
る
概
念
で
、
映
画
に
応
用
さ
れ
た
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（archetype

）
論
で
あ
り
、
そ
の
中

に
は
ジ
ャ
ン
ル
論
も
含
ま
れ
る
。

　

心
理
学
に
お
け
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
理
論
の
父
、
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
は
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
の

語
源
が
「
古
代
よ
り
存
在
す
る
普
遍
的
概
念
」
で
あ
る
と
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
プ
ラ
ト
ン
の
エ
イ
ド
ス

を
用
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
イ
デ
ア
」
と
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
」
の
二
語
が
相
補
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ユ
ン
グ
に
よ
る
と
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
集
合
的
無
意
識
は
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
同
様
、「
内
容

を
伴
わ
な
い
形
」
で
あ
り
、
個
々
の
意
識
の
中
で
理
屈
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
存
在
が



　3　

認
識
さ
れ
る
。

　

ユ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
は
、
古
代
的
（
あ
る
い
は
根
源
的
）
概
念
で
あ
り
、
大
昔
か
ら
存

在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
民
間
伝
承
・
神
話
・
お
伽
話
・
宗
教
制
度
や
原
始
美
術
に
見
出
さ
れ
る
。
集
合

的
無
意
識
は
あ
ら
ゆ
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
の
宝
庫
で
あ
り
、
心
理
の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
太
古
よ
り
発

展
し
、
人
類
の
過
去
と
現
在
と
を
結
び
つ
け
る
。
集
合
的
無
意
識
を
通
し
て
、
人
類
は
共
通
の
継
承
さ
れ

た
形
を
認
識
す
る
。
ア
ー
キ
タ
イ
プ
は
種
の
記
憶
で
あ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
現
在
の
我
々
の
思

考
過
程
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
キ
タ
イ
プ
は
「
原
（
元
）
型
」
と
訳
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
、
源
・
基
・
起
源
を
意
味
す
る
「
原

（
元
）」
と
、
形
式
・
類
型
・
種
類
を
表
す
「
型
」
か
ら
成
る
。
こ
れ
は
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
い
う
語
の
非
心

理
学
的
把
握
で
あ
る
。
日
本
で
は
心
理
的
意
味
よ
り
も
、「
型
」「
も
と
に
な
る
基
本
の
型
」
と
い
う
意
味

が
ま
ず
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
、
日
本
映

画
の
独
自
性
を
創
り
出
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
の
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
手
法
」
の
視
点
か
ら
分
析

を
行
う
。

　

日
本
美
術
史
そ
の
も
の
が
、
日
本
美
術
の
創
造
に
と
っ
て
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
」
あ
る
い
は
「
原
型
」
が

い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
芸
術
上
重
視
さ
れ
る
の
は
「
原
型
」
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
自
在
に
操
る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
芸
術
に
お
い
て
、「
原
型
」
は
「
起
源
」
で
あ
り
、
か
つ
て
の
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師
匠
た
ち
が
定
義
し
、
法
則
化
し
た
「
模
範
」「
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
型
」
は
、
日
本
の
伝

統
芸
術
に
お
い
て
、
色
の
選
択
、
明
暗
領
域
、
遠
近
法
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
、
音
響
と
静
寂
、
言
語
の
使

用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
容
易
に
認
識
さ
れ
う
る
。
蓮
見
俊
光
は
「
日
本
芸
術
に
お
け
る
禅
」
の
中
で
、

日
本
人
に
と
っ
て
、
配
色
・
構
図
お
よ
び
線
は
絶
対
的
美
意
識
へ
の
一
歩
を
意
味
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
時
が
創
造
し
、
形
成
し
た
「
基
本
形
」
が
他
の
芸
術
形
態
の
基
礎
と
な
っ
た
。
こ
の

「
型
」
を
守
り
、
そ
の
意
義
と
美
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
美
意
識
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
こ
の

美
意
識
と
審
美
眼
は
早
い
時
期
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
例
え
ば
禊
・
浄
化
・
儀
式
を
重
ん
じ
る
姿
勢

は
古
代
よ
り
す
で
に
か
な
り
広
ま
っ
て
い
る）

2
（

。

　

こ
の
指
摘
に
見
え
る
よ
う
に
、
日
本
の
芸
術
に
宗
教
（
神
道
、
仏
教
、
こ
と
に
禅
宗
）
が
与
え
た
影
響

は
大
き
い
。
宗
教
的
表
現
が
「
原
型
」
と
な
り
、
基
本
型
と
な
っ
て
、
そ
の
踏
襲
お
よ
び
変
形
と
し
て
、

諸
芸
術
の
表
現
が
な
さ
れ
て
き
た
。
表
現
の
「
型
」
が
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
芸
術
理
念
も
「
型
」
と

し
て
表
現
さ
れ
、
各
ジ
ャ
ン
ル
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
。

　

侘
び
・
寂
び
・
も
の
の
あ
わ
れ
・
幽
玄
・
粋
と
い
っ
た
美
意
識
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
踏
襲
さ
れ
、

洗
練
さ
れ
、
進
化
し
た
。
理
論
と
い
う
よ
り
は
、
主
と
し
て
俳
句
や
物
語
、
能
（
演
劇
）、
茶
の
湯
、
浮
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世
絵
な
ど
、
具
体
的
な
表
現
手
段
に
よ
る
進
化
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
原
型
）
は
こ

の
よ
う
に
、
ま
ず
表
現
と
し
て
重
視
さ
れ
、
定
着
し
た
。

　

以
下
で
は
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
的
な
表
現
方
法
、
日
本
的
な
美
意
識
、
語
り
の
形
態
な
ど
様
々
な
点
を
取

り
上
げ
て
、
日
本
映
画
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

物
語
手
法
│
│
「
流
れ
る
」
映
画
の
物
語
構
成
と
「
絵
巻
物
」

　

起
承
転
結
と
は
古
典
的
な
物
語
構
成
で
あ
り
、
中
国
・
日
本
の
物
語
は
、
こ
の
四
つ
の
主
要
な
段
階
を

踏
む
。
つ
ま
り
、
導
入
・
進
展
・
山
場
と
大
詰
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
般
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
物
語
芸
術

（
演
劇
・
文
学
・
語
り
）
に
共
通
す
る
。
時
代
劇
ジ
ャ
ン
ル
を
扱
う
監
督
は
、
通
常
こ
の
構
成
を
用
い
る
。

黒
澤
明
監
督
作
品
の
大
半
は
、
こ
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

映
画
脚
本
の
望
ま
し
い
形
式
は
、
三
あ
る
い
は
四
楽
章
の
異
な
っ
た
テ
ン
ポ
を
持
つ
交
響
曲
で
あ
る
。

若
し
く
は
、
三
部
構
成
の
能
を
使
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
序
（
導
入
）・
破
（
展
開
）・
急
（
終
結
）

で
あ
る
。
も
し
自
身
を
完
全
に
能
に
委
ね
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
自

ず
と
映
画
に
現
れ
る
だ
ろ
う
。
能
は
、
世
界
の
他
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
、
唯
一
無
二
の
芸
術
形
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態
で
あ
る
。
そ
れ
を
真
似
た
歌
舞
伎
は
、
不
毛
の
花
だ
と
私
は
考
え
る
。
た
だ
、
現
代
人
に
と
っ
て
、

映
画
の
脚
本
は
、
交
響
楽
的
構
成
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
と
思
う）

3
（

。

　

西
欧
の
物
語
や
神
話
は
、
主
人
公
が
目
的
指
向
的
で
あ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
強
く

賢
い
主
人
公
が
、
あ
ら
ゆ
る
試
練
と
困
難
を
乗
り
越
え
て
怪
物
（
悪
）
に
打
ち
勝
ち
、
究
極
の
力
を
得
て
、

王
子
（
あ
る
い
は
姫
）
と
結
婚
し
、
幸
せ
に
暮
ら
す
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
日
本
神
話
や
民
話
の
そ
れ
と

は
全
く
異
な
る
。
ス
サ
ノ
オ
神
話
は
西
欧
の
ヒ
ー
ロ
ー
対
悪
の
神
話
に
対
比
し
う
る
が
、
ス
サ
ノ
オ
は
ま

ず
、
美
し
い
姫
と
の
結
婚
を
約
束
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
蛇
退
治
の
後
で
は
な
い
。
し
か
も
大
蛇
退

治
の
後
、
神
聖
な
剣
を
得
て
か
ら
も
彼
の
生
活
は
山
あ
り
谷
あ
り
で
、
決
し
て
「
幸
せ
に
暮
ら
し
ま
し

た
」
と
は
ゆ
か
な
い
。
ス
サ
ノ
オ
は
自
分
の
性
格
の
二
重
性
と
戦
い
続
け
る
。
つ
ま
り
、
雄
々
し
く
激
し

い
ヒ
ー
ロ
ー
か
ら
、
優
し
く
愛
す
べ
き
ヒ
ー
ロ
ー
へ
と
奇
跡
的
に
変
化
し
た
り
は
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
映
画
の
結
末
は 

happy ending

よ
り
審
美
的
、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
自
然

な
結
末
で
あ
る
。
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
河
合
隼
雄
の
著
作
、『
日
本
人
の
心
理
』
を
参
照
し
た
い
。

こ
の
中
で
彼
は
、
古
い
日
本
の
お
伽
話
「
ウ
グ
イ
ス
の
宿
」
を
引
用
し
て
い
る
。「
ウ
グ
イ
ス
の
宿
」
は
、

特
権
（
愛
・
栄
誉
・
権
力
）
を
手
に
入
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
主
人
公
が
挑
発
さ
れ
、
法
度
を
破
っ
た

冒
険
の
挙
句
、
す
べ
て
を
失
っ
て
終
わ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
河
合
は
、
以
前
の
よ
う
に
無
一
物
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の
状
態
に
な
っ
た
た
と
え
と
し
て
、
こ
の
話
を
引
い
て
い
る
。 

言
い
換
え
れ
ば
、
何
事
も
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
物
語
は
、
単
に
「
無
」
に
つ
い
て
語
っ
た
と

想
定
で
き
る
。「
無
」
と
は
否
定
・
肯
定
の
価
値
観
を
超
越
し
て
い
る
。
物
語
の
初
め
と
終
わ
り
の

情
景
は
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
事
も
起
こ
ら
な
い
。
も
し
何
か
動
き
が
あ
る
と
し
た
ら
、
出

発
点
と
到
達
点
は
同
一
で
あ
り
、
円
の
境
界
線
の
ど
こ
で
で
も
あ
り
う
る
。
円
の
内
部
は
空
で
あ
る
。

中
に
は
何
も
な
い）

4
（

。

　

こ
こ
で
河
合
は
、
円
を
物
語
の
方
法
と
し
て
、
幾
何
学
的
な
比
喩
と
し
て
用
い
て
い
る
。
空
と
し
て
の

円
は
、
禅
に
象
徴
さ
れ
る
無
常
と
「
全
体
」、
あ
る
い
は
完
全
と
無
傷
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
種
の
「
円
形
の
結
末
」
と
し
て
、
北
野
武
監
督
の
映
画
、『
菊
次
郎
の
夏
』（
一
九
九
九
年
）
が
想

起
さ
れ
る
。
物
語
は
、
始
ま
り
と
同
じ
橋
で
結
末
を
迎
え
る
。
出
発
点
は
最
終
目
的
地
と
同
一
で
あ
り
、

そ
こ
で
時
間
と
空
間
の
円
が
閉
じ
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
『
座
頭
市
』
シ
リ
ー
ズ
も
同
様
で
あ
る
。
欲
深
く
、

乱
暴
な
ヤ
ク
ザ
一
家
と
の
闘
い
、
用
心
棒
の
浪
人
と
の
対
決
を
経
て
、
町
が
救
済
さ
れ
た
後
、
座
頭
市
の

物
語
は
、
映
画
が
始
ま
っ
た
そ
の
場
所
で
終
わ
る
。
日
本
の
巡
礼
、
環
状
の
旅
の
概
念
は
、
深
い
伝
統
的

起
源
と
心
理
的
価
値
観
を
有
し
て
い
る
。
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右
か
ら
左
へ
自
然
に
「
流
れ
る
」
物
語

　

西
欧
の
（
よ
り
正
確
に
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
）
映
画
の
場
合
、
観
客
は
、
主
人
公
が
結
末
で
戦
い
に
勝
利

す
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
単
に
結
末
で
実
際
に
何
が
起
こ
る
か
を
知
る
た
め
に
映
画
全
体
を
見
る
の
で

あ
る
。
対
照
的
に
、
日
本
映
画
の
鑑
賞
に
お
い
て
は
、
結
末
は
さ
ほ
ど
重
要
と
は
見
な
さ
れ
な
い
。
日
本

映
画
に
お
け
る
「
語
り
の
流
れ
」
は
、
登
場
人
物
の
動
作
を
次
の
段
階
へ
と
導
く
も
の
で
、
た
い
て
い
、

前
の
語
り
の
段
階
と
重
な
っ
て
い
る
。
語
り
の
展
開
過
程
で
、
緩
い
結
び
つ
き
を
持
っ
た
（
あ
る
い
は
結

び
つ
き
を
持
た
な
い
）
多
く
の
出
来
事
が
、
多
様
な
手
法
で
互
い
に
交
差
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の

日
本
映
画
が
こ
の
語
り
の
方
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
例
と
し
て
取
り
上
げ

る
映
画
は
、
私
が
感
じ
た
日
本
的
な
様
相
、
な
い
し
方
法
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
物
語
構
成
を

持
つ
も
の
と
し
て
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
六
九
│
九
五
年
）
が
あ
る
。『
男
は
つ
ら
い
よ
』

シ
リ
ー
ズ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
主
人
公
寅
次
郎
の
異
母
妹
・
さ
く
ら
の
家
で
の
挿
話
で
あ
る
。
間
に

寅
さ
ん
の
旅
、
彼
の
帰
郷
が
挟
ま
れ
、
再
度
、
さ
く
ら
の
家
で
の
挿
話
（
通
常
そ
こ
で
様
々
な
葛
藤
が
明

ら
か
に
な
る
）
が
組
み
込
ま
れ
て
、
最
後
に
は
た
い
て
い
、
寅
さ
ん
は
家
族
や
隣
人
の
元
を
離
れ
、
再
び

テ
キ
屋
稼
業
に
旅
立
つ
の
で
あ
る
。
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こ
の
、（
内
と
外
、
家
の
中
と
外
と
い
う
）
空
間
交
差
的
な
挿
話
は
、
シ
リ
ー
ズ
で
継
続
的
に
配
置
さ
れ

て
い
る
が
、
各
作
品
の
登
場
人
物
と
引
き
起
こ
さ
れ
る
葛
藤
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
繋

ぐ
の
は
、
シ
リ
ー
ズ
共
通
の
主
題
、
寅
さ
ん
の
場
合
は
通
常
、
知
ら
れ
ざ
る
愛
や
、
他
人
の
幸
せ
の
た
め

の
犠
牲
で
あ
る
。

　
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
日
本
映
画
の
物
語
分
析
で
興
味
深
い
の
は
、
主
要
な
構
造
と

過
程
（
序
・
山
場
・
大
団
円
）
が
存
在
す
る
か
に
見
え
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
こ
と

が
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。「
映
画
時
間
」
が
正
確
に
用
い
ら
れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
は
、「
時

間
・
空
間
・
動
作
」
が
順
序
よ
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ベ
テ
ラ
ン
脚
本
作
家
は
、
導
入
は

冒
頭
二
分
か
ら
五
分
、
山
場
は
次
の
一
七
分
か
ら
二
五
分
に
来
る
こ
と
を
心
得
て
い
る
。
対
照
的
に
、
日

本
映
画
の
特
質
の
ひ
と
つ
は
、
物
語
が
結
果
や
目
標
の
因
果
関
係
に
駆
ら
れ
て
で
は
な
く
、
自
然
に
「
流

れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
自
然
に
「
流
れ
る
」
と
い
う
特
質
は
、
お
そ
ら
く
、
初
期
文
学
の
「
流
れ
る
」
形
式
と
絵
巻
物
の

視
覚
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
は
、
こ
の
「
流
れ
る
」
構
成
を
持
つ
。『
源

氏
物
語
』
は
絵
巻
物
と
し
て
も
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
の
最
も
傑
出
し
た
巻
物
で
あ
る
。
ま

た
、
日
記
も
、
同
じ
構
成
を
持
つ
。
日
記
は
起
承
転
結
や
他
の
規
則
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
想
い
が
自

然
に
流
れ
て
い
る
。
夢
の
中
の
よ
う
に
、
自
然
に
流
れ
る
時
間
と
空
間
の
連
続
が
あ
る
。
通
常
、
日
記
は



10　

日
々
の
出
来
事
を
時
系
列
で
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
文
学
に
お
け
る
日
記
語
り
の
手
法
は
、
こ

の
き
ま
り
を
踏
ん
で
い
な
い
。
入
念
に
選
択
さ
れ
、
極
限
ま
で
形
式
化
さ
れ
た
挿
話
と
出
来
事
は
、
連
続

性
を
破
り
、
行
き
つ
戻
り
つ
時
間
を
飛
び
、
韻
文
と
散
文
を
混
在
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
夢
の
よ
う
な
時

空
間
」
構
成
は
、
絵
巻
物
を
通
し
た
と
き
、
視
覚
的
に
最
大
限
に
淀
み
な
く
流
れ
る
も
の
と
な
る
。
溝
口

健
二
と
長
年
一
緒
に
仕
事
を
し
た
撮
影
技
師
の
宮
川
一
夫
は
、
監
督
の
仕
事
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
彼
に
と
っ
て
は
、
映
画
は
絶
え
ず
前
に
動
き
、
決
し
て
戻
る
こ
と
の
な
い
連
続
す
る
映
像
を
伴
っ
た
絵

巻
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
お
終
い
ま
で
物
語
を
追
っ
て
行
く
の
で
あ
る）

5
（

」。

　

水
平
に
右
か
ら
左
へ
展
開
す
る
挿
絵
の
入
っ
た
物
語
形
式
の
絵
巻
物
（
あ
る
い
は
単
に
絵
巻
）
は
、

一
一
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
の
日
本
で
隆
盛
を
極
め
た
。
巻
物
は
イ
ン
ド
に
発
し
、
初
め
仏
教
の
経
典
を
書

く
た
め
に
使
わ
れ
た
。
そ
れ
が
後
に
中
国
や
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、「
日
本
人
だ
け
が
器
用

で
創
作
の
才
を
持
ち
、
内
的
最
高
の
真
髄
、
物
語
絵
巻
の
最
大
限
の
可
能
性
を
会
得
し
、
活
用
し
た
。
そ

れ
は
、
時
空
間
の
完
全
な
統
一
へ
と
、
過
ぎ
行
く
出
来
事
を
表
現
に
結
び
付
け
る
芸
術
形
態
で
あ
る）

6
（

」。

　

絵
巻
物
は
、
時
空
間
を
自
然
に
「
流
れ
る
」
物
語
に
最
適
な
視
覚
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
見
る
人
の

目
の
前
に
、
本
質
的
な
手
法
で
出
来
事
を
広
げ
て
見
せ
る
。

　

日
本
の
絵
巻
物
は
、
一
度
に
一
場
面
ず
つ
、
右
か
ら
左
へ
と
眺
め
ら
れ
る
（
読
ま
れ
る
）。
こ
れ
は
、

数
画
面
が
連
続
し
て
映
し
出
さ
れ
る
映
画
の
手
法
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
映
画
を
通
じ
て
の
空
間
の
「
流
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れ
」
を
よ
り
よ
く
説
明
す
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
『
あ
の
夏
、
い
ち
ば
ん
静
か
な
海
。』（
北
野
武
監
督
、
一
九
九
一
年
）
の
冒
頭
場
面
は
、
穏
や
か
な
青
い

海
で
あ
る
。
次
の
場
面
で
は
青
年
が
、
ゴ
ミ
収
集
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
か
ら
海
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

青
年
の
服
、
ト
ラ
ッ
ク
、
場
面
全
体
の
色
は
、
海
と
同
じ
青
で
あ
る
。

　

海
の
青
と
い
う
独
特
の
色
が
、
映
画
全
体
を
貫
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
都
会
と
海
辺
と
い
う
対
照
的
な

背
景
を
、
調
和
的
に
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
舞
台
背
景
は
自
然
に
見
え
な
が

ら
、
き
わ
め
て
様
式
化
さ
れ
て
い
る
。
色
の
濃
淡
を
凝
ら
し
て
様
式
化
し
、
ま
た
、
枠
内
に
光
と
影
を
巧

み
に
鏤
め
て
い
る
。

「
広
く
、
長
く
、
連
続
す
る
場
面
」
と
「
夢
の
よ
う
な
時
空
間
概
念
」

　

日
本
の
物
語
の
視
覚
表
現
で
、
も
う
ひ
と
つ
絵
巻
物
の
よ
う
に
「
流
れ
る
」
表
現
は
、
広
く
長
い
映
写

で
あ
る
。
例
え
ば
溝
口
は
カ
メ
ラ
を
あ
る
離
れ
た
場
所
に
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
動
き
を
「
観
察
」
し
た
。

長
回
し
お
よ
び
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
そ
の
環
境
に
お
け
る
登
場
人
物
の
関
係
と
位
置
を
表
現
す
る
。
こ

の
よ
う
な
「
第
三
者
の
視
点
」
は
、
物
語
が
滞
り
な
く
流
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
絵
巻
物
の
よ
う

に
、 

強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
人
の
顔
や
花
の
詳
細
で
は
な
く
、
場
面
の
全
体
で
あ
り
、
映
画
の
雰
囲
気
で
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あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
絵
巻
物
の
「
流
れ
る
」
物
語
構
造
は
、
時
空
間
の
因
果
関
係
の
古
典
的
法
則
に
は
従
わ

な
い
。
絵
巻
物
と
映
画
に
共
通
す
る
舞
台
背
景
の
連
続
は
、「
時
間
を
超
越
」
し
て
あ
た
か
も
自
然
に
情

景
を
感
じ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。「
夢
の
よ
う
な
」
経
験
、
あ
る
い
は
、
時
間
を
超
越
し

た
感
覚
の
効
果
は
、
上
記
の
三
つ
の
特
質
│
│
離
れ
た
場
所
か
ら
見
守
ら
れ
、
自
然
に
、
同
方
向
（
右
か

ら
左
）
へ
連
続
す
る
場
面
│
│
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。

物
語
の
視
覚
的
表
現
│
│
日
本
映
画
に
お
け
る
俳
句
の
原
理

　

日
本
映
画
に
お
け
る
形
式
と
表
現
を
考
え
る
と
き
、
俳
句
の
韻
文
と
映
画
表
現
と
の
類
似
性
を
取
り
上

げ
ざ
る
を
得
な
い
。
俳
句
は
読
む
も
の
で
は
な
く
、
見
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
一
七
音
（
五
│
七
│
五
）
か

ら
成
る
最
小
の
詩
に
お
い
て
、
情
景
は
、
新
し
い
印
象
と
雰
囲
気
を
作
り
出
す
た
め
に
並
べ
ら
れ
る
。
俳

句
は
詩
形
式
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
界
を
体
験
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
俳
句
に
は
絵
画
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
説
明
な
し
で
物
事
の
み
が
表
現
さ
れ
る

中
で
、
そ
れ
が
在
る
こ
と
だ
け
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
が
完
璧
に
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表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
俳
人
が
物
事
の
説
明
を
す
る
こ
と
な
く
我
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
の
は
、

物
事
に
情
緒
的
な
力
、
あ
る
い
は
独
自
の
情
景
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
独
自
性
が
、
彼
の
俳
句
の
意
味
と
重
要
性
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
彼
は
そ
れ
を
経
験
済
み
だ
か
ら

で
あ
る）

7
（

。

　

言
葉
に
内
包
さ
れ
た
印
象
・
音
・
匂
い
。
俳
句
の
簡
潔
さ
、
最
小
限
の
語
数
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ら
の

結
合
に
よ
っ
て
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
奥
深
さ
と
幽
玄
は
、
読
者
の
想
像
力
と
関
心
を
か
き
立
て
、
読
者
を
虜

に
し
続
け
る
。

　

印
象
を
並
置
す
る
俳
句
の
作
法
、
あ
る
い
は
「
組
み
合
わ
せ
編
集
」
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
理
論
の
基
礎

ド
リ
ル
と
し
て
借
用
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
理
論
弁
証
法
の
応
用
と
し
て
の
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
演
劇
と
は
異
な
り
、
媒
体
と
し
て
の
映
画
の
本
質
は
、
音
楽
あ
る
い
は
絵
画
が
、

動
く
映
像
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
人
間
の
原
始
の
思
考
は
、
本
来
、
視
覚
的
な
も
の
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
概
念
の
中
に
思
考
が
あ
り
、
言
葉
や
言
語
は
、
馴
染
み
の
思
考
に
結
び
つ
け

る
た
め
に
、
概
念
に
お
け
る
理
由
づ
け
と
い
う
二
次
的
反
映
と
し
て
発
展
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
概

念
の
中
の
思
考
」
は
、
夢
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
概
念
が
あ
ま
り
に
抽
象
的
に
過
ぎ
る
と
き
、

我
々
は
、
夢
の
体
験
を
馴
染
み
の
言
葉
で
言
語
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
不
可
能
で
あ
る
と
さ
え
感
ず
る
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だ
ろ
う
。
こ
の
認
識
過
程
は
、
脳
の
論
理
的
・
理
論
的
部
分
で
は
な
く
、
情
緒
に
直
接
作
用
す
る
。
絵
に

は
何
千
語
も
含
ま
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
俳
句
は
、
た
だ
数
語
の
み
で
成
り

立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
千
語
、
い
や
そ
れ
以
上
の
雰
囲
気
や
連
想
（
連
関
）
を
含
む
絵
を
創

り
出
す
わ
け
で
あ
る
。
俳
句
は
、
創
り
出
さ
れ
た
言
葉
と
、
象
徴
的
雰
囲
気
（
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
狭

間
）
の
中
に
あ
る
。

二
つ
、
三
つ
の
具
体
的
シ
ョ
ッ
ト
の
ご
く
単
純
な
並
置
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
心
理
的
表
現
、
規
則
が

完
璧
に
失
効
し
た
表
現
を
創
出
す
る）

8
（

。

　

映
画
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
父
、
セ
ル
ゲ
イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
監
督
は
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
映
画
に
関

す
る
多
く
の
著
作
の
中
で
、
俳
句
と
短
歌
を
何
度
か
引
用
し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
言
及
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
、
俳
句
に
映
画
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
原
理
を
見
出
し
た
。
と
り
わ
け
、
書
き
言
葉

に
お
け
る
弁
証
法
的
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
、
視
覚
的
対
立
が
生
ま
れ
る
。

　

例
え
ば
芭
蕉
の
句
、

海
暮
れ
て
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鴨
の
声

ほ
の
か
に
白
し

　

こ
こ
か
ら
我
々
が
見
出
す
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
際
立
っ
た
ふ
た
つ
の
具
体
的
場
面
で
あ
る
。「
暗
い
海
」

と
「
鴨
の
仄
白
い
声
」
が
重
な
り
あ
い
、
心
理
的
で
、
人
間
の
複
雑
な
情
緒
を
表
現
し
た
、
言
う
に
言
わ

れ
ぬ
世
界
観
を
創
り
上
げ
て
い
る
。
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
は
こ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
法
則
を
、
歌
舞
伎

や
中
国
か
ら
借
用
し
た
表
意
文
字
な
ど
に
も
見
出
し
た
。

　

中
国
と
日
本
の
表
意
文
字
は
、
符
号
と
し
て
は
映
画
と
表
音
文
字
を
用
い
る
西
欧
語
と
の
中
間
に
あ
た

る
。
映
画
の
場
面
は
、
映
画
理
論
家
に
よ
り
、
文
章
と
比
較
さ
れ
る
。
一
方
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
に

と
っ
て
は
、
場
面
は
む
し
ろ
、
文
字
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
視
覚
言
語
」
の
連
結
・
葛
藤
・

衝
突
に
よ
り
、
意
味
は
生
み
出
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
絵
巻
物
と
俳
句
に
関
連
す
る
数
例
を
検
討
す
る
。
ふ
た
つ
の
代
表
的
な
芸
術
形
式
は
、
創

造
の
「
型
」
で
あ
り
、
日
本
映
画
に
も
影
響
を
与
え
た
。
あ
る
い
は
、
影
響
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
は
、

日
本
人
の
意
識
に
深
く
組
み
込
ま
れ
、
芸
術
を
創
造
し
、
鑑
賞
す
る
際
の
審
美
的
態
度
と
な
っ
て
い
る
。

…
…
芸
術
家
は
、
自
身
の
経
験
を
通
し
て
人
間
の
境
遇
を
明
ら
か
に
す
る
。
芸
術
家
の
普
遍
的
な
人
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間
表
現
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
文
化
的
伝
統
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
日
本
の
芸
術
は
い
ず
れ
も
、
長
年
の
研
鑽
の
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
巧
に
完
璧
に
熟
達
し

た
う
え
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
熟
練
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る

芸
術
の
「
原
初
的
形
式
」
を
学
び
、
そ
れ
ら
に
習
熟
す
る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
芸
能
で
は
、「
原
初

的
形
式
」
が
基
本
で
あ
り
、
か
つ
普
遍
化
さ
れ
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
初
期
の
匠
た

ち
に
よ
り
案
出
さ
れ
、
明
確
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る）

9
（

。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ー
キ
タ
イ
プ
の
「
型
」
と
創
造
の
手
法
は
、
芸
術
家
や
創
作
者
が
完
全
に
そ
れ
と
意
識

す
る
こ
と
な
く
、
し
ば
し
ば
自
然
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
日
本
芸
術
が
し
ば
し
ば
、
西
欧
の
理
論
家

や
研
究
者
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
く
説
明
・
分
析
さ
れ
る
と
い
う
事
実
が
、
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。

　

自
明
か
つ
当
然
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
は
「
目
に
見
え
ず
」、
制
作
者
自
身
が
合
理
的
に
解

釈
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
私
は
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
小
論
文
（
一
九
二
九
年
）

の
「
日
本
映
画
は
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
意
識
し
て
い
な
い
」
と
い
う
見
解
に
は
同
意
す
る
が
、「
映
画
へ
の
、

そ
の
文
化
的
特
殊
性
の
理
解
と
適
用
は
日
本
の
役
目
で
あ
る
。
日
本
の
同
僚
よ
、
本
気
で
こ
れ
を
私
た
ち

に
や
ら
せ
る
つ
も
り
で
す
か
？
」
と
い
う
意
見
に
は
異
論
が
あ
る
。

　

日
本
映
画
界
は
、
今
日
ま
で
に
夥
し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
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伝
統
的
な
表
現
方
法
に
限
ら
ず
、
多
く
の
新
た
な
表
現
方
法
が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
映
画
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
長
年
開
発
さ
れ
て
き
た
。

　

以
下
で
俳
句
型
編
集
を
行
っ
た
映
画
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
北
野
武
の
『
菊
次
郎
の
夏
』

（
一
九
九
九
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
芸
術
映
画
（art film

）
を
制
作
す
る
他
の
多
勢
の
監
督
の

作
品
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　

論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
は
俳
句
の
特
色
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　

俳
句
は
、
一
七
音
で
構
成
さ
れ
る
定
型
詩
で
あ
る
。
一
七
音
は
五
│
七
│
五
の
音
節
に
区
切
る
こ
と
が

で
き
、
時
に
三
行
に
分
け
ら
れ
、
厳
格
に
音
韻
的
制
限
を
受
け
る
。
季
節
を
示
す
言
葉
（
季
語
）
が
含
ま

れ
る
ほ
か
、
俳
句
に
は
、
映
画
撮
影
技
術
に
非
常
に
類
似
し
た
特
質
が
あ
る
。
何
よ
り
も
、
俳
句
は
独
特

の
視
点
と
感
性
を
持
っ
た
表
現
形
式
で
あ
る
。
俳
句
は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
混
沌
と
し
た
日
常
の
情
報
の

中
か
ら
、
匂
い
・
音
・
味
な
ど
最
も
「
真
実
な
」
現
実
の
一
部
や
デ
ィ
テ
ー
ル
を
抜
き
出
し
、
慎
重
に
選

び
取
る
。
映
画
も
同
様
で
あ
る
。
無
限
に
広
が
る
空
間
と
出
来
事
の
中
で
、
監
督
は
、
あ
る
位
置
に
カ
メ

ラ
を
定
め
、
単
一
の
物
体
に
視
点
を
凝
縮
し
て
場
面
を
構
成
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
活
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
写
す
る
俳
句
で
あ
る
が
、
そ
の
一
七
音
に
は
、
よ
り
大
き
な
世

界
、
物
質
世
界
の
限
界
を
超
越
す
る
宇
宙
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
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松
尾
芭
蕉
、
与
謝
蕪
村
、
小
林
一
茶
、
正
岡
子
規
、
そ
の
他
大
勢
の
俳
人
は
、
自
然
と
一
体
と
な
り
、

歌
う
（
書
く
）
こ
と
の
必
然
性
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
俳
人
は
家
を
出
、
さ
す
ら
い
の
生
活

へ
と
自
身
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
俳
句
は
家
に
焦
が
れ
る
家
な
き
心
境
の
詩
で
あ
る
。

家
と
は
、
世
俗
的
概
念
と
し
て
の
家
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
家
」
は
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
感

知
さ
れ
得
る
。
な
ぜ
な
ら
、
外
界
（
生
物
・
無
生
物
を
伴
う
自
然
）
は
、
す
で
に
内
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
俳
人
は
、
彼
を
取
り
巻
く
生
命
を
完
全
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
同

時
に
、
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

現
代
人
に
は
、
こ
の
概
念
を
つ
か
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
禅
の
大
家
、
鈴
木
大
拙
が
言
う
よ
う
に
、

我
々
は
「
困
難
な
現
実
」
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
心
も
硬
く
な
り
、
瞬
間
の
美
と
愛

情
を
感
じ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
芭
蕉
同
様
、
鈴
木
は
こ
と
さ
ら
、
目
的
を
持
た
な
い
旅
を
薦

め
る
。
旅
の
途
上
で
遭
遇
す
る
困
難
が
、
存
在
の
「
内
的
」
真
実
と
自
然
の
荘
厳
さ
を
伝
授
す
る
だ
ろ
う
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
の
中
で
均
衡
を
成
し
遂
げ
、「
自
分
自
身
の
中
に
世
界
の
中
心
」
を
見
つ
け
る
の
は
、
さ

す
ら
い
の
結
果
と
し
て
の
最
高
の
実
感
で
あ
る
。
俳
句
は
風
雅
（
風
流
）
の
精
神
を
持
つ
。「
風
雅
」
と

は
「
生
活
の
洗
練
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
代
的
な
意
味
に
お
け
る
生
活
水
準
の
向
上
や
、
物
質
的
快
楽

や
刺
激
の
追
求
で
は
な
い
。
そ
れ
は
生
活
と
自
然
を
控
え
め
に
楽
し
む
こ
と
で
あ
り
、
侘
び
・
寂
び
へ
の

憧
れ
で
あ
る
。
風
雅
の
生
活
は
、
創
造
的
・
芸
術
的
精
神
を
も
っ
て
自
然
と
一
体
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
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ら
れ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
風
流
人
は
、
花
・
鳥
・
岩
・
水
・
雨
・
月
に
友
を
見
出
す
。

芭
蕉
は
日
記
の
中
で
西
行
（
一
一
一
八
│
九
〇
）、
宗
祇
（
一
四
二
一
│
一
五
〇
二
）、
雪
舟

（
一
四
二
一
│
一
五
〇
六
）、
利
休
（
一
五
二
一
│
九
一
）
と
い
っ
た
芸
術
家
の
仲
間
に
自
分
を
分
類
し

て
い
る
。
自
然
へ
の
愛
に
関
し
て
、
彼
等
は
皆
、
風
羅
坊
（
ふ
う
―
風
、
ら
―
薄
い
布
、
ぼ
う
―
僧
）、

変
人
で
あ
る）

10
（

。

　
『
菊
次
郎
の
夏
』
の
冒
頭
で
、
祖
母
と
暮
ら
す
小
学
三
年
生
の
正
男
が
、
橋
の
上
を
走
る
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
の
長
い
一
場
面
が
あ
る
。
カ
メ
ラ
は
彼
の
接
近
を
待
ち
、
近
づ
い
て
来
た
彼
の
後
を
追
い
、
遠
く

へ
走
り
去
る
の
を
溶
暗
で
見
送
る
。
彼
は
赤
と
白
の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、「
天
使
の
羽
根
」
の
付
い

た
水
色
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

こ
の
服
装
は
、
東
京
の
小
学
生
と
し
て
は
一
風
変
わ
っ
て
い
る
。
通
常
、
制
服
は
濃
紺
の
ブ
レ
ザ
ー
に

白
襟
シ
ャ
ツ
で
、
背
に
は
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
で
あ
る
。
北
野
は
主
人
公
の
紹
介
を
こ
の
場
面
か
ら
始
め
、

少
年
を
、
純
粋
さ
の
象
徴
と
し
て
描
い
て
い
る
。
久
石
譲
に
よ
る
落
ち
着
い
た
ピ
ア
ノ
音
楽
と
と
も
に
、

場
面
か
ら
「
天
使
の
鈴
」
の
音
が
散
発
的
に
聴
こ
え
て
く
る
。
観
客
は
映
画
の
結
末
で
「
天
使
の
鈴
」
そ
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の
も
の
を
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
音
と
し
て
は
、
す
で
に
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
、
映
画
全
体
を
情
緒
的
に
結

び
つ
け
て
い
る
。

　

冒
頭
に
お
い
て
、
橋
の
象
徴
性
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
後
に
同
じ
橋
の
上
で
場
面
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
橋
に
は
ふ
た
つ
の
意
味
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
観
客

が
、（
浅
草
界
隈
の
）
限
ら
れ
た
空
間
を
「
旅
す
る
」
助
け
と
な
る
「
参
照
点
」
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ

は
、
交
差
点
、
つ
ま
り
日
常
生
活
の
範
囲
を
超
え
た
交
換
の
場
と
し
て
の
比
喩
で
あ
る
。
映
画
は
ま
た
、

そ
の
橋
の
上
で
結
末
を
迎
え
る
。
正
男
の
、
遠
く
で
暮
ら
す
と
い
う
母
を
た
ず
ね
て
の
長
旅
は
、
実
際
は

自
身
の
内
部
の
変
化
へ
の
旅
で
あ
っ
た
。
正
男
と
も
う
ひ
と
り
の
主
人
公
・
菊
次
郎
（
北
野
武
）
は
、
す

べ
て
が
始
ま
っ
た
場
所
へ
、
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
戻
っ
て
く
る
。

　

こ
の
冒
頭
に
続
く
場
面
で
は
、
観
客
の
笑
い
を
誘
う
た
め
の
視
覚
的
・
描
写
的
な
対
位
形
式
が
と
ら
れ

る
。
こ
の
場
面
で
我
々
は
、
正
男
の
絵
日
記
を
見
る
。
絵
日
記
の
「
絵
」
と
し
て
、
畳
に
並
ん
で
座
る
菊

次
郎
と
妻
（「
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」）
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
菊
次
郎
は
和
服
の
正
装
で
、
至
極
生
真

面
目
に
見
え
る
の
に
対
し
て
、
彼
の
妻
は
普
段
着
で
、「
狼
狽
し
た
」
顔
つ
き
で
あ
る
。

　

笑
い
の
雰
囲
気
は
、
映
画
の
全
編
を
通
じ
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
菊
次
郎
を
矢
印
で
示
し
な
が
ら
、
正
男

は
、
鮮
や
か
な
色
で
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
友
だ
ち
」
と
記
す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
「
対
比
」
と
「
組
み
合
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わ
せ
」
の
手
法
は
北
野
の
好
み
で
あ
り
、
実
は
、
こ
の
よ
う
な
「
遊
び
心
」
は
、
俳
句
史
の
端
緒
以
来
の

規
則
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
と
思
い
が
け
な
さ
は
、
仏
教
、
こ
と
に
禅
宗
の
顕
著
な
要

素
で
も
あ
る
。
日
本
の
禅
僧
、
良
寛
（
一
七
五
七
│
一
八
三
一
）
は
書
い
て
い
る
。

十
字
街
頭
食じ
き

を
乞
ひ
了
り
、
八
幡
宮
辺
ま
さ
に
徘
徊
す
、
児
童
相
見
て
共
に
相
語
る
、
去
年
の
癡ち

僧

今
ま
た
来
る
と）

11
（

。

　

諧
謔
と
風
刺
的
組
み
合
わ
せ
は
、『
菊
次
郎
の
夏
』
で
最
も
頻
繁
に
使
わ
れ
る
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

北
野
映
画
で
は
し
ば
し
ば
、
あ
る
場
面
か
ら
も
う
ひ
と
つ
の
場
面
へ
、
唐
突
に
切
り
替
わ
る
が
、
そ
の
意

図
は
、
全
編
を
見
た
後
で
初
め
て
納
得
が
ゆ
く
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
一
見
何
の
関
連
も
な
い
映
像
の
間

に
は
、「
間ま

」、
つ
ま
り
意
味
上
の
空
間
、
あ
る
い
は
隙
間
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
観
客
の
想
像
に
よ
る
埋

め
合
わ
せ
が
要
請
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
「
間
」
は
、
映
画
の
中
で
、
追
い
追
い
、
情
緒
や
情
報
で

埋
め
ら
れ
る
。

　

俳
句
に
馴
染
み
深
い
も
う
ひ
と
つ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
手
法
は
、「
重
ね
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
し
い

要
素
や
雰
囲
気
を
導
入
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。
し
ば
し
ば
、
重
ね
の
手
法
は
、
極
端
に
異
質
な
場
面
の

結
合
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
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例
え
ば
、
絵
日
記
の
場
面
の
後
、
正
男
は
再
び
学
校
か
ら
戻
る
が
、
学
期
最
終
日
の
こ
の
と
き
、
彼
は

ひ
と
り
で
は
な
く
、
友
達
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
（
場
面
１
）。
そ
し
て
、「
天
使
の
羽
根
」
の
リ
ュ
ッ
ク

の
代
わ
り
に
、
こ
こ
で
は
、
普
通
の
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
る
。
ふ
た
り
の
少
年
は
、
夏
休
み

を
ど
ん
な
風
に
過
ご
す
つ
も
り
か
、
話
し
な
が
ら
足
早
に
歩
く
。
ど
こ
に
も
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
正
男
は
、

友
達
が
父
親
の
故
郷
の
海
辺
へ
行
く
と
言
っ
た
と
き
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
な
る
。
歩
き
続
け
る
ふ
た

り
の
姿
か
ら
は
、
正
男
の
憂
鬱
な
気
分
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

突
然
、
路
上
で
「
年
長
の
連
中
」
に
遭
遇
す
る
。
ふ
た
り
の
少
年
は
明
ら
か
に
怖
気
づ
き
、
暫
し
立
ち

止
ま
り
、
来
た
道
を
振
り
返
る
。
こ
の
よ
う
な
動
作
の
途
切
れ
、
あ
る
い
は
休
止
は
、
映
画
で
は
「
ポ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
、
俳
句
で
は
、
通
常
「
切
れ
字
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
切
れ
字
に
は
、
や
・
か
な
・
け

り
・
も
が
な
・
し
・
じ
・
ら
ん
・
か
・
よ
・
ぞ
・
ず
等
が
あ
り
、
あ
る
印
象
を
も
う
ひ
と
つ
の
印
象
か
ら

切
り
離
し
、
感
情
や
瞬
間
を
強
調
す
る
と
い
う
構
造
的
・
表
現
的
役
割
が
あ
る
。
切
れ
字
の
後
に
は
通
常
、

前
の
印
象
や
雰
囲
気
と
は
異
な
る
言
葉
が
選
ば
れ
る
。
映
画
で
い
え
ば
、「
カ
ッ
ト
ジ
ャ
ン
プ
」
あ
る
い

は
「
ス
ト
レ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
編
集
で
あ
る
。
監
督
が
、
ひ
と
た
び
映
画
に
「
ス
ト
レ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
を
導

入
す
る
と
、
観
客
は
、
場
面
と
場
面
の
「
間
を
読
む
」
支
度
を
整
え
、
想
像
力
を
駆
使
し
て
情
報
の
溝
を

埋
め
る
。
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『菊次郎の夏』場面１

（以下すべて、『菊次郎の夏』スナップ
写真は、英語版 DVD〔販売元：Sony 
Pictures、発売：2000 年 12 月〕より）
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映
画
は
無
声
だ
っ
た
の
で
、
映
画
原
理
が
ふ
た
つ
の
並
ん
だ
場
面
の
関
係
や
継
続
を
発
展
さ
せ
た
。

し
か
し
、
観
客
は
想
像
に
よ
っ
て
、
場
面
と
背
景
の
間
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
観

客
は
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
想
像
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
暗
示
的
語
り
や
ほ

の
め
か
さ
れ
た
言
外
の
意
を
追
う
こ
と
で
喜
び
を
感
じ
る）

12
（

。

　

場
面
に
戻
ろ
う
。
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
た
後
、
ふ
た
り
は
別
の
道
か
ら
帰
宅
す
る
こ
と
に
し
て
、
走

り
出
す
。
再
度
、
視
覚
的
・
音
響
的
対
位
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
動
き
は
、〈
右
か
ら
左
〉
か
ら
〈
左

か
ら
右
〉
へ
と
、
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
し
た
歩
み
か
ら
疾
走
へ
と
変
化
す
る
。
同
時
に
、
冒
頭
で
流
れ
た
音

楽
が
再
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
走
る
と
き
、
物
語
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
場
面
が
、
次
々
に
「
積

み
重
ね
」
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
日
本
で
は
夏
の
風
物
詩
と
さ
れ
る
風
鈴
で
あ
る
。
視
覚
的
対
位
法

を
用
い
る
こ
と
で
、
季
節
（
夏
）
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
俳
句
に
お
け
る
季

節
を
示
す
言
葉
、
季
語
の
役
割
に
等
し
い
。

　

続
く
場
面
も
ま
た
、
同
様
に
季
節
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
重
ね
・
組
み
合

わ
せ
な
ど
の
技
術
を
集
め
て
、
映
画
全
体
の
空
気
を
創
り
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
供
た
ち
の
疾
走

と
路
上
風
景
の
二
重
の
表
現
で
あ
る
。
夏
物
衣
料
を
売
る
露
店
の
色
は
、
次
の
場
面
に
続
く
（「
重
ね
」）。

つ
ま
り
、
店
に
並
ん
だ
服
の
原
色
は
、
浅
草
神
社
の
境
内
に
あ
る
助
六
・
揚
巻
の
紙
人
形
の
色
に
重
な
る
。
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重
ね
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
時
空
間
の
超
越
が
違
和
感
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。

　

前
述
の
通
り
、「
絵
巻
物
」
で
は
、
色
調
の
相
似
性
や
共
通
の
背
景
は
、
異
な
る
空
間
を
結
び
つ
け
る

た
め
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
最
後
は
、
正
男
と
友
達
が
浅
草
神
社
を
出
た
と
こ

ろ
で
別
れ
る
場
面
で
あ
る
。
正
男
は
神
社
の
鳥
居
を
背
に
、
ひ
と
り
で
歩
き
続
け
る
。
再
び
、
こ
の
大
胆

か
つ
諧
謔
味
あ
る
場
面
に
対
位
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
り
で
歩
く
姿
か
ら
、
後
続
の
場
面
に
お
け

る
正
男
の
孤
独
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
続
く
場
面
で
は
、「
孤
独
」
と
「
仲
間
付
き
合
い
」、「
家
族
」
と
「
欠
け
た
家
族
」
と
が
そ
れ

ぞ
れ
対
比
さ
れ
る
。
映
画
に
お
い
て
最
も
効
果
的
な
編
集
手
法
の
ひ
と
つ
は
、
対
比
で
あ
る
。
実
際
、
対

比
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
多
く
、
対
比
は
人
間
体
験
の
主
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。

　

場
面
２
で
は
、
正
男
が
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
運
動
場
に
行
き
、
自
分
の
他
に
誰
も
い
な
い
そ
の

広
い
場
所
で
、
に
わ
か
に
孤
独
を
感
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
北
野
は
、
正
男
の
孤
独
感
を
際
立
た
せ

る
た
め
に
、
運
動
場
で
働
く
警
備
員
の
男
を
脇
役
と
し
て
登
場
さ
せ
る
。
男
は
、
正
男
が
一
人
ぼ
っ
ち
で

あ
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
指
摘
し
て
か
ら
か
う
。
男
の
勤
務
時
間
が
終
わ
り
、
そ
こ
を
立
ち
去
る
と
、
残
さ

れ
た
正
男
は
運
動
場
に
ひ
と
り
佇
む
。
そ
れ
が
鳥
瞰
図
で
広
角
に
映
し
出
さ
れ
る
。
次
に
再
び
、
全
く
脈

絡
の
な
い
語
り
が
挿
入
さ
れ
る
。
父
親
が
子
供
た
ち
と
花
火
に
興
ず
る
場
面
で
あ
る
。
花
火
も
夏
の
指
標
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『菊次郎の夏』場面２
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で
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
は
、
花
火
に
興
ず
る

家
族
と
正
男
の
孤
独
と
の
対
比
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
手
法
は
純
粋
に
俳
句
的
で
あ
る
。
花
火
を
す
る
父
親
が

誰
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
後
の
物
語
の
展
開
に

と
っ
て
も
何
ら
意
味
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
場
面
は
、
話
の
続
行
を
保
証
す
る
た
め
で
は
な
く
、

心
理
的
効
果
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の
「
知
的
編
集
」
に
あ
た
る
。

父
子
の
花
火
の
場
面
の
後
に
続
く
の
は
、
正
男
が
ひ
と
り

で
ち
ゃ
ぶ
台
の
前
に
座
り
、
目
の
前
に
用
意
さ
れ
た
す
い

か
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
る
場
面
で
あ
る
（
場
面
３
）。
す
い

か
も
ま
た
、
夏
の
象
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
象

徴
は
、
同
時
に
情
緒
的
象
徴
で
も
あ
る
。
手
を
つ
け
ら
れ

な
い
す
い
か
は
、
路
上
に
残
さ
れ
た
花
火
の
燃
え
か
す
と

相
乗
的
に
、
場
面
に
寂
寥
感
を
漂
わ
せ
る
。

　

花
火
の
燃
え
か
す
の
場
面
は
、
正
男
と
祖
母
と
の
会
話

『菊次郎の夏』場面 3
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の
場
面
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
正
男
が
両
親
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
る
場
面
の
後
、
北
野
は
再
び
、

部
屋
に
ひ
と
り
で
座
る
正
男
に
視
点
を
戻
す
。
次
の
場
面
で
、
悲
し
み
と
孤
独
の
感
情
は
い
よ
い
よ
深
め

ら
れ
る
。
正
男
は
テ
ー
ブ
ル
を
眺
め
る
。
仕
事
へ
出
て
行
く
祖
母
が
正
男
の
昼
食
の
支
度
を
し
た
テ
ー
ブ

ル
へ
の
、
長
く
て
個
人
的
な
視
点
で
あ
る
。

　

小
津
の
映
画
以
来
、
忘
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
侘
び
・
寂
び
・
無
常
・
も
の
の
あ
わ
れ
な
ど
の
概

念
は
、
北
野
の
よ
う
な
現
代
の
監
督
に
と
っ
て
も
異
質
な
も
の
で
は
な
い
。
広
角
で
捉
え
ら
れ
る
運
動
場

に
佇
む
正
男
は
、
静
寂
と
落
ち
着
き
の
中
に
あ
る
。
そ
の
瞬
間
に
も
寂
び
の
雰
囲
気
は
感
じ
ら
れ
る
。
同

様
の
寂
び
・
も
の
の
あ
わ
れ
の
雰
囲
気
は
、
映
画
史
上
、
最
も
記
憶
に
残
る
挿
話
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ
る
『
東
京
物
語
』（
小
津
安
二
郎
監
督
、
一
九
五
三
年
）
の
海
辺
の
場
面
に
お
い
て
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

浴
衣
姿
の
年
配
の
夫
婦
が
、
海
辺
の
堤
防
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
（「
熱
海
温
泉
の
場
面
」
参
照
）。
小

津
は
彼
ら
を
は
る
か
後
方
か
ら
映
写
し
て
い
る
。
妻
は
間
も
な
く
亡
く
な
る
の
だ
が
、
二
度
目
に
そ
の
映

画
を
見
る
と
き
は
、
こ
の
場
面
は
、
よ
り
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
人
生
の
は
か
な
さ
、
悲
し

み
、
喜
び
と
自
然
と
の
調
和
が
、
一
連
の
場
面
で
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
が
ま
ま
の
人
生
の
受
容
が
あ

り
、
観
客
の
心
を
動
か
す
静
寂
が
あ
る
。
小
津
の
映
画
に
は
、
夥
し
い
量
の
「
空
白
の
場
面
」、
あ
る
い

は
、
道
・
煙
突
・
建
物
な
ど
の
静
止
し
た
写
真
的
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
多
機
能
で
あ
る
。
結
び
つ
け
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る
（
言
語
編
集
の
接
続
語
に
あ
た
る
）
こ
と
で
あ
り
、
置
き
換
え

る
（
強
調
す
る
）
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
溝
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。

　

小
津
が
場
面
の
中
で
何
度
も
見
せ
る
、
宿
の
廊
下
の
場
面
が
ひ

と
つ
の
例
で
あ
る
。
無
人
の
廊
下
は
、
俳
句
用
語
で
い
え
ば
、
時

空
間
を
仕
切
る
「
切
れ
字
」
の
働
き
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新

し
い
概
念
と
の
結
び
つ
き
を
可
能
に
し
、
物
語
を
古
典
的
な
時
空

間
連
続
の
規
則
か
ら
解
き
放
つ
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
積
み
上
げ

ら
れ
た
脈
絡
の
な
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
新
し
い
雰
囲
気
と
リ
ズ
ム

を
創
り
出
す
際
に
見
事
な
働
き
を
す
る
。
同
時
に
、
観
客
に
は
、

「
一
寸
立
ち
止
ま
り
、
場
面
上
の
彼
等
の
想
い
を
小
休
止
さ
せ
る
」

時
間
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
の
場
面
で
蓄
積
さ
れ
た
情
緒
的
・
情
報

的
負
担
を
取
り
除
き
、
こ
れ
ら
の
「
客
観
的
場
面
」
を
、
自
由
に

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
な
が
ら
、
観
客
は
、
と
も

か
く
も
、
彼
ら
の
感
性
を
「
空
白
の
場
面
」
に
行
き
届
か
せ
、
完

全
に
個
人
的
な
情
感
と
想
像
力
に
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
も

『東京物語』熱海温泉の場面
（スナップ写真は、DVD〔販売元：Cosmo Contents、

発売日：2007 年 8 月 20 日〕より）
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の
の
あ
わ
れ
」
が
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。
こ
の
俳
句
的
手
法
は
、
日
本
映
画
に
独
特
の
も
の
で
あ
り
、

小
津
作
品
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
小
津
の
映
画
に
お
け
る
審
美
的
手
法
と
編
集
方
法
は
き
わ
め

て
俳
句
的
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
、
ひ
と
つ
の
研
究
課
題
と
な
り
え
よ
う
）。

　

海
、
人
気
の
な
い
運
動
場
、
花
火
の
燃
え
か
す
、
無
人
の
廊
下
、
食
卓
の
昼
ご
は
ん
│
│
こ
れ
ら
す
べ

て
は
、「
象
徴
的
符
号
」
で
あ
り
、
表
現
さ
れ
た
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
上
の
意

味
、
言
語
的
暗
示
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
上
に
示
し
た
、
俳
句
的
法
則
に
負
う
と
こ
ろ
の
多
い
、「
表
象
」

あ
る
い
は
「
比
喩
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
は
、
映
画
言
語
に
豊
か
さ
を
与
え
、
人
間
の
感
情

と
経
験
の
「
言
語
的
」
表
現
の
潜
在
性
を
無
限
大
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

結
　
論

　

日
本
映
画
で
は
、
移
ろ
う
自
然
を
背
景
に
、
人
間
も
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
天
候
の

変
化
、
風
や
雨
な
ど
の
変
化
に
伴
い
、
人
間
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
映
画
の
全
体
的
な
雰
囲
気
は
、
語
ら

れ
る
台
詞
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
日
本
人
は
自
然
の
変
化
を
「
観
察
す
る
」
と
い
う
よ
り
「
感
じ
る
」
の
で
あ
り
、
自
然

を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
最
良
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
捉
え
、
季
節
の
変
化
を
祝
う
こ
と
で
、
自
ら
の
人
生
と
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そ
の
時
間
を
賞
揚
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
と
は
、
日
本
人
が
、
映
画
を
知
的
に
把
握

す
る
こ
と
よ
り
も
、「
感
じ
る
こ
と
」
も
し
く
は
心
で
見
る
こ
と
、
そ
し
て
現
在
を
経
験
す
る
こ
と
（
禅

に
影
響
さ
れ
た
態
度
）
を
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
日
本
映
画
で
も
、
物
語
の
構
成
と
視
覚
表
現
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
的
な
型
を

手
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ー
キ
タ
イ
プ
は
、
作
家
に
創
造
的
自
由
を
与
え
、
映
画
の
よ
う
な
動

的
映
像
手
法
を
、
芸
術
と
し
て
再
定
義
す
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
は
、
日
本
映
画
の
独

自
性
を
理
解
す
る
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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発表を終えて

　私は幼少時から、日本文化、とりわけ映画に深い関心を持ってきました。

2009 年、日本大学芸術学部で博士号を得てからも、日本映画の研究を続け

ています。博士課程在学時に、日文研について知り、いつか日文研で日本

映画をより深く探りたいと願っていました。

　2011 年、国際交流基金よりフェローシップを得、日文研で 1年間の研究

生活を送る幸運に恵まれました。

　日文研フォーラムでの発表テーマは、「日本映画に於ける原型的な表現

方法」でした。ここでは、日本映画に共通してみられる現象を、「原型」

という概念を使って再検討しました。日本映画を他のヨーロッパ・アメリ

カ映画と区別し、独自の魅力を形成している映像学的要素とはどのような

ものかについて、西洋との比較を通して、簡潔に分析したのです。

　私は映画研究者であると共に映画監督でもありますから、発表では、こ

れまで自分が製作した作品において、日本映画がどれほど影響を与えてい

るのか、実際に「波の時間」（2009 年）、「PURPLE AND GOLD」（2011

年）という作品を上映して、議論しました。日文研フォーラムに参加され

た観客のみなさんの質問や意見を聞き、とても嬉しく思いました。コメン

テーターの細川周平先生、発表へのアドバイスをくださった井上章一先生、

佐野真由子先生に心から感謝を申し上げます。また事務の皆さんのサポー

ト、特に写真・ビデオの撮影を一手に引き受けてくださった岡村友章さん

に、心から感謝しています。

　母国のマケドニアの新聞には、発表についての記事が掲載されました。

マケドニアで日本映画を研究する人はまだ少なく、研究者としての責任、

これからの活動の重要性を理解しました。

　この小冊子が、日本映画や日本の原型的な表現手法に関心を持つ方々に

読まれることを祈念する次第です。


